
● 施設概要
【所 在 地】
小田原市成田1111番地2
【敷地面積】
2,291.09㎡
【構造】
鉄骨造2階建て
【提供食数】
3,800食／日
【給食提供】
令和７年４月から
【配食対象校】
８中学校
（城山、白鴎、白山、鴨宮、
千代、酒匂、泉、城北中学校）

● 施設の特徴
【施設】
汚染・非汚染の作業区域を明確にゾーニングし、
一方向の食材動線になるよう各室を配置。
【食育】
食育スペースとしての会議室、試作用調理室、
見学通路、見学ホールを設置。
【環境】
給食の食べ残しは脱水して約４分の１に減容。
屋上に太陽光発電システムを設置。
【災害】
浸水の影響を受けないよう造成し、さらに調理
エリアを浸水から守るため止水板を設置できる
よう設計し、災害時には炊き出し施設として対
応可能に。
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学校給食センターが新しくなります！

● 新給食センターにおける変更点
【個別食器の対応】
１つの食器に盛り付けて提供するランチプレートから、個別食器での提供に変更。
【アレルギー対応食】
アレルギー食対応調理室において、特定原材料８品目（卵・乳・小麦・エビ・カニ・

そば・落花生・クルミ）を一括除去した給食の提供。
【新たな調理器具の導入】
新たな調理器具（真空冷却器・スチームコンベクションオーブン）を導入。
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合 教 育 会 議総
総合教育会議とは、市長と教育委員会が、円滑に意思疎通を図り、本市教育の課題及び目指
す姿等を共有しながら、連携して効果的に教育行政を推進していくための会議です。
毎年２～３回開催しており、今回は「学校給食」をテーマに開催しました。

学 校 給 食 に つ い て
市長 教育長 益田委員 秋元委員 齊藤委員

栄養バランスが

取れた心身が喜

ぶ美味しい給食

が望ましい。

まずは市として

あるべき給食の

姿を見定めてい

く。

地場の食材を供

給し続ける地域

体制づくりを進

める必要がある。

栽培活動を通し

て食の大切さを

実感することが

必要である。

できるだけ自分

の地域のものを

自分で食べるこ

とは大事である。

給食の質の向上

を図ることも必

要である。

小学校と中学校

のギャップをな

くし、中学校で

の食育推進を

もっと図るべき。

２品では寂しい

という声を聞く。

給食費を払うこ

とも教育の一環。

給食費のしくみ

について周知を

図ると良い。

食を通じて学ん

だり、地域のつ

ながりを感じる

ことができる。

地元産の食材を

使った給食は子

供の記憶に残る。

無償化には財源

の確保と給食の

質の維持が課題

となる。

食育の観点から

も給食について

理解を深める必

要がある。

食材費の他に人

件費や物流コス

トも上昇してい

る中で、限界ま

でコストコント

ロールをする必

要がある。

会議資料はこちらから
ご覧いただけます。↓

近年、小田原の海では、シロサバフグの漁獲量が増えてきています。
このシロサバフグは、魚の中でも特に筋肉質で、プリっとした食感
と癖のない味のため、子どもでも食べやすいのが特徴です。
そこで、自分が住んでいる地域で獲れる魚のおいしさを知ってもら
うことを目的に、学校給食で『サバフグ』を提供します。

35ｃｍ前後の大きさに成長する
ふぐです。シロサバフグは無毒です
が、ふぐ包丁師の資格を持った職
人が丁寧に加工しています。


